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◆Ⅲ章　通級による指導◆
 
１　教育課程の編成
（１）「通級による指導」とは

　通級による指導とは，小学校及び中学校の通常の学級に在籍し，通常の学級での学習にお
おむね参加でき一部特別な指導を必要とする児童生徒に対して，各教科の指導は通常の学級
で行いながら，障害に応じた特別な指導を行う指導の形態である。
　平成５年度に通級による指導が開始された段階では学習障害者，注意欠陥多動性障害者は
通常の学級で留意して指導するとされていたが，平成 18年度の省令の一部改正により通級に
よる指導の対象となった（学校教育法施行規則第 140条）。当該児童生徒の在籍する学校に通
級指導教室が設置されていない場合には他の学校に通って指導を受けることになるが，その
場合当該児童が在籍する学校の校長は，通級指導教室での指導を自校の授業とみなすことが
できる（学校教育法施行規則第 141条）。そのため，指導を受けた時間は全て出席扱いとなる。
　平成14年度に文部科学省が実施した全国実態調査において，小学校及び中学校の通常の学級
で特別な教育的支援を必要としている児童生徒が 6.3％の割合で在籍している可能性が示された。
　こうした状況をふまえ制度改正がなされ，平成 18年度から新たに学習障害（以下，「LD」）・
注意欠陥多動性障害（以下，「ADHD」）の児童生徒も「通級による指導」の対象となり，一
部特別な教育的支援を受けることができるようになった。制度改正を受け，平成 21年度現在，
LD・ADHD等通級指導教室が長野市立川中島小学校，塩尻市立塩尻西小学校，上田市立北
小学校，箕輪町立箕輪中部小学校，飯田市立松尾小学校に設置されている。

（２）教育課程の編成と指導内容
　通級による指導において行うこととしている障害に応じた特別の指導は，特別の教育課程
によるもので自立活動及び各教科の内容を補充するための指導となっている。指導の対象と
なっている児童生徒は，通常の学級で大半の指導を受けることを前提としているため，指導
内容は障害による学習上又は生活上の困難の改善又は克服を目的とする指導（自立活動）が中
心となる。また，教科の指導は，あくまでも「内容の補充」が目的であるため，視覚や聴覚
等の補助具や具体的な教材を活用し，特に必要のある場合において行うことができる。自立
活動の時間がごくわずかで，大半が教科の内容の補充指導に充てられるのは「通級による指
導」の本来の趣旨に沿うものとはいえない。指導時数については，年間 35 ～ 280単位時間以
内で行うことを標準としているため，週あたり１～８単位時間となる（LD及びADHDにつ
いては月１単位時間から指導を行うことが可能）。

①　他校からの通級
　通級指導教室を設置している学校では，学校教育法施行規則第141条に基づき，他校に在
籍する児童生徒の指導が可能となっている。他校で指導を受ける場合の取り扱いに関して必要
な事項をまとめた「他校通級実施要綱」が設置市町村ごとに定められている。この要綱は，平
成５年４月１日よりスタートした「通級による指導」の制度に合わせ，教室が設置された市町
村で定められている。

②　指導の方法と形態
　通級による指導では，個々の障害による学習上，又は，生活上の困難を改善・克服する
ことを主たる目的として指導を行うため個別の指導が中心となるが，必要に応じてグルー
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プ指導を組み合わせることができる。LDやADHDの場合には対人関係の課題も抱えてい
るため，個別の指導とグループ指導を組み合わせた指導形態が効果的である。

③　個別の指導計画の作成にあたって
　通級による指導では，個に応じた指導が基本となるため，児童生徒の実態を的確に把握
することが必要となる。そのために，通級による指導の担当者は保護者や在籍学級の担任
から情報収集したり，諸検査や医師の診断結果等の情報を加えたりして総合的に実態をと
らえていくことが必要である。総合的なとらえを基に学習上又は生活上の困難を改善・克
服するための具体的な配慮事項・指導事項を段階的・系統的に組み立て，指導と評価を積
み重ねながら，児童生徒の変容に即した対応と指導計画の修正・改善を柔軟に行うことが
求められる。

（３）通級による指導の運営
①　指導の開始から終了まで
　悩みを抱える本人や保護者，学級担任等からは様々な訴え（以下，「主訴」）が寄せられる。
相談を通して通級による指導が必要かどうかを判断し，年度の途中であっても必要に応じ
て指導を開始することができる。また，主訴が改善された時点で本人や保護者，学級担任
等と相談し終了となる。なお，通級による指導の開始から終了までの手続きの一例をここ
に示すが，市町村によって手続きが異なるため，教室が設置されている各市町村に問い合
わせることが必要である。
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②　「指導要録」への記載
　通級による指導を受けている児童生徒については，在籍する学校の指導要録にある「指
導に関する記録」の「総合所見及び指導上参考となる諸事項」に「（通級指導を受けている）
学校名，授業時数，指導期間，指導の内容や結果等を記入する」こととなっている。

③　「通級による指導の記録簿」の作成
　記録簿の様式や記載すべき事項について定めたものはないが，通級による指導を行って
いる市町村や学校において一定の書式を示すことが望ましい。指導要録の記載に準じ当該
児童生徒の氏名，在籍している学校名，指導を受ける場所，指導の時数，指導の期間，指
導の内容や結果等を記入する。指導を終了した児童生徒の記録簿については除籍簿を作成
し指導要録に準じた期間保存するが，耐火書庫等指導要録と同様の場所への保管を行う。
　

ア　通級による指導の記録簿（書式の一例）

（言語障害等通級による指導の記入例）
「○月○日より，○○○学校ことばの教室にて，通級による指導を週○単位時間受けた。改善
のあとが見られるが，さらに継続して指導を受ける必要がある。」

「本年度も引き続き，○○○学校ことばの教室にて，通級による指導を週○単位時間受けた。
改善のあとが見られるため（卒業のため），通級による指導を終了した。」
（LD･ADHD等通級による指導の記入例）
 「○月○日より，○○○学校まなびの教室にて，通級による指導を週○単位時間受けた。社会
性や作文の力が向上してきているが，さらに継続して指導を受ける必要がある。」
 「本年度も引き続き，○○○学校まなびの教室にて，通級による指導を月○単位時間受けた。
認知面・社会性が向上したため（卒業のため），通級による指導を終了した。」

記帳簿①　〜通級児童生徒の索引〜 記帳簿②　〜個人表の表紙〜

通級している児童生徒氏
名と在籍校，学年を記入
する。

教室がスタートした 4月 1
日の『男子○人，女子○人，
人計○○』を記入する。

通級の開始や終了に
ついて記入する。

在籍している学校名・
所在地を記入する。

通級している学校の校
長名と担当者名を記入
し，年度末に捺印する。

在籍している学校の
校長名と学級担任名
を記入する。
捺印は要らない。
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④　外部の関係者との連携
ア　学級担任や保護者との連携
　学級担任や保護者にも指導の様子を
把握してもらうための一つの方法とし
て，連絡帳や連絡ファイルの活用が考
えられる。連絡帳等には指導の様子を
毎回記入し，学級担任や保護者からコ
メントをもらったり，子どもの様子を
記入してもらったりして支援に生かし
ていくことが重要である。
　通級による指導を行っている児童生
徒については，一人一人の実態に応じ
て，通常の学級で配慮することやクラ
スの子どもたちがあらかじめ理解して
おきたいことがある。
　例えば「難聴」では「きこえにくさ
について理解してほしいこと」「補聴器
について知っておいてほしいこと」な
どがある。また「吃音」では「自分で
はコントロールできないこと」「周り
に理解してもらえない苦しみがあるこ
と」などが考えられる。「LD，ADHD
等」の場合においても，吃音と同様に
「自分ではコントロールできないこと」
「周りに理解してもらえないこと」「自
己肯定感が低くなってしまうこと」などが考えられる。そのような場合には，子どもたち
が在籍している学校・学級に直接出向き，担任と懇談したり，クラスの子どもたちに向け

記帳簿④　〜出席の記録〜

記帳簿③　〜指導の記録記入表〜

自立活動として指導
している内容を簡単
に記入する。 教科の補充に関わ

る指導を行ってい
ない場合には空欄
になる。

指導を通して
改善されたや
今後の課題を
記入する。

年度途中から
開始した場
合，まだ通級
していなかっ
た月には斜線
を引いておく

通級している
中で，通えな
かった月には
0 を記入して
おく

4月から
3月まで
の通級し
てきた年
間の総授
業時数を
記入する
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て説明をしたりする。また，通常参加している授業を参観することで，個別指導では分か
らない集団での様子やクラスでの発言の様子などを知ることもできる。学級担任と連絡を
取り合い，学校長の許可を得た上で訪問を定期的に実施することも必要である。
　なお，通級による指導での様子や指導の経過報告として個々に作成している「指導経過
報告書」は，学級担任に渡すことで，通級指導教室の役割について認識を深めることがで
きる。

イ　特別支援学校・医療機関等との連携
　LD・ADHD等の児童生徒の場合，特別支
援学校の特別支援教育コーディネーターや
相談支援担当者からの依頼を受けて，保護者
や本人と相談して，通級による指導につなが
るケースがある。また特別支援学校の相談支
援担当者に，児童生徒の状況について相談し
発達検査等を依頼することもある。医療機関
との連携としては，児童精神科や小児科の
医師に学校での状況を説明したり，保護者・
本人が受診したりして，診断を仰ぐケースが
ある。
　難聴の児童生徒であれば，ろう学校（特別
支援学校）や長野県難聴児支援センター，耳
鼻咽喉科，補聴器販売店等を利用していた
り，耳鼻疾患や口蓋裂の児童生徒であれば，
耳鼻咽喉科，口腔外科，形成外科等へ通院し，
定期的に受診している。その他にも，初回面
接で「聴こえ」や「鼻咽腔機能」等に疑いを
感じたときには，医療機関での精密検査を依
頼する場合があるため，医療機関との相互の
連絡が必要となる。その際，学校で気になっ
た点や具体的な点を記入し，児童生徒が医療機関を受診する際，医師に手渡してもらう「情
報提供書」を作成する。
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２　通級による指導の実際
（１）言語障害通級指導教室（ことばの教室）

①　具体的な指導内容
　通級指導教室の大きな特徴は，主訴（通級理由）をきっかけとして通級による指導が始
まるということである。本人・保護者・教師それぞれに悩みや願いがあり，指導を通して
改善・克服していくであろうこと（獲得するであろう事）を目標におおまかな年間の指導
計画を立てていく。ことばの教室での指導は言語指導が中心となるため「きく」「はなす」
「よむ」「かく」といった学習が中心となる。ことばの教室では，主訴の改善・克服といっ
たねらいが明確にされているため「支援」ではなく「指導」という言葉を用いている。
　子どもたちへの「指導」をより効果的にするための働きかけとして，子どもを取り巻く
家庭や学級では「支援」が必要となる。



Ⅲ
章

75

②　言語障害通級指導教室（ことばの教室）の指導の実際

１　本時の指導計画　題材名「ゆっくりはっきり読もう」（自立活動）
（１）本時の主眼　　　「はれぶたかるた」の読み札や「あしたぶたの日ぶたじかん」の本
　　　　　　　　　　　を教師と一緒に読んだり，一人で読んだりしながら練習し，カル
　　　　　　　　　　　タ取りや一斉音読することができる。

（２）教師のねらい　　  吃音になりにくい速さでカルタの読み札（２～３語文）の読みを練
　　　　　　　　　　　習し，その練習の読み方を生かしながら，教師の声に合わせて吃
　　　　　　　　　　　音にならずに本を一斉音読することができる。

（３）本時の位置　　　　96時間扱い中　70時
（４）指導上の留意点 

・フリートークでは話したいことが話せるよう，聞き手（教師）が
会話スピードを上げずに話し方のペースを保つこと。

・フリートークは，話し方の練習ではないので，吃音の自己意識
を確かめるような問いかけはしないこと。

・吃音の症状が強い時には，２語文での読みでなく，２～３音節
の読みに切り替えること。

・課題をやり遂げるごとに，文字パズルのタイルを一枚つずつ渡
していく（最後に並べて単語にする）。

（５）本時の流れ

　ヒビキさんは吃音の症状があり，３年生から通級している。４年生から５年生にかけて文字の読み
学習を継続し，現在３音節の単語読みがスムーズにできている。学習を進める中で「はれぶたかるた」

（作：矢玉四郎）にも興味を持ち，学習にカルタ遊びも取り入れた。教室にあった矢玉四郎の本にも
興味を持ち「はれときどきぶた」のシリーズを教師と一緒に声を合わせて読み始めた。
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（６）評価の視点
①　カルタの読み札を使った読み練習やカルタ取りでは，吃音にならないようにゆっく
　り読む姿が見られたか。
②　「はれときどきぶた」の本の一斉音読や「はれぶたかるた」を使ったカルタ取りでは，
　教師と交代で読み札を読みながら楽しく活動することができたか。

（７）本時における学習材
　○「はれぶたかるた」の読み札を使った読み
　○「はれぶたかるた」を使ったカルタ取り
　○「はれときどきぶた」の本の教師と声を合わせた読み（一斉音読）

（８）カルタと本を用いた「読み」の学習に期待する価値
　①　文を読むことで，話す内容を考えずにことばに出すことができ，楽に声を出す経
　　験が繰り返しできる。
　②　同じ語頭音で始まる２語文で書かれた「はれぶたかるた」の読み札を学習に用い
　　ることで，リズムよく読め，なめらかな読みが期待できる。
　③　カルタで遊びながら，無意識に楽しく読み学習ができる。
　④　教師と一緒に声をそろえて読むことで，なめらかにことばを発する経験ができる。

 ※使用教材：「はれときどきぶた」　　矢玉四郎　　岩崎書店　（1980）
 「はれぶたかるた」　　　矢玉四郎　　岩崎書店　（1998）
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（２）ＬＤ・ＡＤＨＤ等通級指導教室
①　具体的な指導内容
　LD・ADHD等通級指導教室における指導は，障害による学習上又は生活上の困難を改善・
克服することが主たる目的であり，基本的には自立活動が中心となる。特に必要があると
きは，各教科の内容を補充するための特別の指導，いわゆる各教科の補充指導が行われる。
単に通常の学級の各教科の遅れを補充するための指導ではなく，障害の状態に応じた指導
をすることが大切である。
　自立活動の内容である，①健康の保持　②心理的な安定　③人間関係の形成　④環境の
把握　⑤身体の動き　⑥コミュニケーションを踏まえた指導として，
・円滑な対人関係やコミュニケーション能力を育てる
・刺激を調整・選択して注意力を高める
・自分の感情や欲求をコントロールする
・聞く，読む，話す，書く，計算する，推論する困難さを補う
・自分の得意なこと，不得意なことを知る　　　などがある。
　そのほか，社会的技能，対人関係の指導としてソーシャルスキルトレーニング（SST）や
コミュニケーション能力を高める指導があり，グループ指導を活用することも有効である。

　
　各障害の特性に応じた内容として整理してみると，

ア　学習障害（LD）
　聞く（注意の持続，注意深く話を聞かせる etc），話す（話したいことをメモして自信を持っ
て話す etc），読む（文字をゆっくり見極めながら音読する，図解して主題や要点をとらえる
etc），書く（漢字の部分に着目して正しく書くetc），計算する（数概念を確認しながら計算
力を高める etc），推論する（図形の弁別，空間操作能力を育てる，位置関係の理解 etc）こ
との指導や，ソーシャルスキルの指導，対人コミュニケーションの指導などがある。

イ　注意欠陥多動性障害（ADHD）
　不注意による間違いを少なくする指導（刺激を調整し，注意力を高める etc），衝動性や
多動性を押さえる指導（身近なルールを継続して守り感情や欲求をコントロールする etc），
ソーシャルスキルの指導，対人コミュニケーションの指導などがある。

ウ　その他（発達性協調運動障害など）
　粗大運動，微細運動を通しての不器用さの改善，ビジョントレーニング（視機能・視知
覚の改善），感覚統合などがある。

　これらの中から，児童生徒一人一人の障害の状態や発達段階等に即して，指導目標を設
定し，指導内容や指導方法の工夫等の配慮が必要である。

自立活動について　→　特別支援学校編　P.115

〔参考文献〕
「改訂版　通級による指導の手引　解説とQ&A」文部科学省編著　（第一法規）　（平成 20年 3月）
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②　LD・ADHD等指導教室の指導の実際

　知的な遅れはなく通常学級で学習できるが，高機能広汎性発達障害の診断があり，日常生活での会
話や適切な話し方等のコミュニケーション面・社会性面で課題が見られるタロウさん。WISC －Ⅲ検
査から，結果を予測する力や時間的な順序を認識しにくいことから作文を順序立てて書くことの苦手
さが伺われ，また全体を部分に分解する力をつけるために視機能・視知覚のトレーニングも必要と考
えた。通級指導教室で三つの内容（ビジョントレーニング，作文の指導，個別のソーシャルスキルトレー
ニング）に一定時間ずつ集中して取り組んだ結果，視知覚面の改善や作文力が向上し，以前より社会
性もついてきた。

☆　学習指導案　　「問答ゲームをしよう」（自立活動）
（１）本時の主眼
・指示通りに手足を動かしたり，ボールを自分の左右前後に移動してキャッチしたりする
　運動を通して，右左の概念を確実にする。
・「問答ゲーム」の規則にしたがって，「あなたはなっとうが好きですか」「あなたは雪
　の日が好きですか」の質問に対する答えを，結論を先に述べた後で理由を説明すること
　ができる。
・自作ビデオ「電話で『お母さんいますか』」を視聴し，電話をかけてきた人の機嫌が悪
　くなってしまった理由を考え，実際に同じ場面をロールプレイしてみることで，「いま
　すか？」という言葉に「代わってほしい」という意味が含まれていることに気付く。

（２）本時の位置　　14時間中　第４時
前時：風船バレー，左右前後の動き，問答ゲーム，ソーシャルスキル「君はいくつ？」
次時：左右前後の動き，結論と理由の作文（続き），ソーシャルスキル「テストの点数」

（３）指導上の留意点
・本人の失敗を直そうとする言葉がけをせず，成功したことを誉めるようにする。

（４）　展　開

学習活動 ○予想される反応　　△支援　　☆評価 時
間 備考

導
入

１　始めのあいさつ。今日の予
定を知る。

○がんばるぞ。
△黒板で今日の予定を確認する。

3
黒板

展

開

２　ウォーミングアップ
①教師と同じ動きをする（鏡で
なく右なら右，左なら左）。

②キャッチボール（前後左右）。
指示された位置に動いてボー
ルをキャッチする。

２　問答ゲームの規則にした
がって，質問に答える。

　「あなたはなっとうが好きです
か。」「あなたは雪の日が好き
ですか。」

　「あなたはスポーツが好きです
か。」「あなたは算数が好きで
すか。」（理由を２つ）

○右左を間違っても，よく動くだろう。
△教師が模範を示し，同じ動きをするよう指示する。
・右手で右足をさわる。左手で左足。右手で左足。左手で右足。
・右手で右耳をさわる。左手で左耳。右手で左耳。左手で右耳。
・同様に，手を目に当てる　等の動き。
△投げる前に「右に投げるよ」「左後ろに投げるよ」「右前
に投げるよ」等と言う。
△よい動きを認めて称賛する。
☆教師と同じ動きができたり，前後左右をまちがえずに動
けたりしたか。

○考えながらプリントに書くだろう。
△ヒントの吹き出しを参考にするよう伝える。（結論を先に
述べた後で理由を説明すること，理由の言い方がいろい
ろあること）。
△ナンバーリングについて説明し，まず四角枠の中に言葉
を入れ，次に自由に書くようにする。
☆好きか嫌いかの結論を先に述べ，理由を順序よく書くこ
とができたか。

7

20

中くらい
の大きさ
の，取り
や す い
ボール

作文プリ
ント（自
作）
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展

開

３　ビデオ【電話で「お母さん
いますか？」】を視聴し，電話
をかけてきた人の機嫌が悪く
なってしまった（ぷんぷん怒っ
ている）場面で一旦映像を止
めて，理由を考える。プリン
トに考えを記入し，発表し，
実際に同じ場面をロールプレ
イする。

○「お母さんに代わってほしい」という理由を書くだろう。
△怒っている理由として「いますか？」という言葉に「代わっ

てほしい」という意味が含まれていることに気付かせる。
○始めはうまくできなくてもロールプレイしながら気づく

だろう。
△教師が電話をかける役になり，本人に電話を受ける役を

演じてもらう。
☆「お母さんいますか」に対し「お待ちください」等と言っ

て，お母さんを呼ぶ行動ができたか。

10
自作ビデオ

電話機

ま
と
め

４　電話のマナーで分かったこ
とを書く。

△プリントに記入し発表してもらう。
○「いますか？」と言われたら，お母さんに代わる。
☆スキルを理解した感想が書けたか。

5 プリント

③　授業の様子
・参観者がいたが，本人は授業の始めからとてもはり 
　きっていて，よく運動し，活動した。
・作文では，結論と理由を的確に書いて，はっきりした
　声で発表できた。
・実際に電話の場面をロールプレイした際，電話を
　受ける役のタロウくんは「いますよ」と答えたも
　のの，その後の言葉がすぐには出てこなかった。 
　「お母さんいますか？」と言われても代わってほしい
　という意味にすぐには気づけなかったようだ。しかし教師が繰り返し訊ねると「お待　
　ちください」と答え，参観に来ていた母親に電話を代わる姿が見られた。

④　成　果
・ウォーミングアップで教師と同じ動きをする場面では，左右の概念がまだ曖昧だった 
　が，継続してトレーニングすることで，確実になってきた。
・作文では，「あなたは算数が好きですか？」に対して，「ぼくは算数が好きです。なぜ
　かというと～だからです。」という文章を抵抗なく書けるようになった。
・ソーシャルスキルトレーニングを継続してきたことで，２学期後半の体育（通常の学 
　級）で，今まで見ているだけのことが多かったタロウさんが，自らバッターボックスに
　入って打ち，周りの友達からも「タロウさん，明るく元気になった」と言われるように
　なったり，ポートボールでは集団の中に入って一緒に行うようになったりした。さらに
　３学期始業式で全校の前で目標を発表し，文面を自分で直前まで手直ししたり，「ゆっ
　くり」「大きく」といった読むポイントを意識したりして，堂々と発表できるように 
　なった。

⑤　課　題
・作文については，まだ自由作文となると抵抗があるので，日記を
　継続して書くことも並行して取り入れ，自由に書くことに抵抗を
　少なくしていきたい。
・ソーシャルスキルトレーニングを継続することで，日常生活でも
　学んだことを生かして使う場面もあるが，常に生かせているとは
　言えない。学級・家庭・地域生活での場面において般化してい 
　くことが課題であり，般化できるような指導を行っていく必要が
　ある。

前後左右に動いてキャッチボール

電話で「お母さんいますか？」
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　個別の指導計画
教育課題個人表（Ａ表）　　　　　児童氏名　タロウさん（○○小○年）

【家庭環境】・父，母，兄（小○），本人の4人家族
・夫婦共働きで，放課後は学童保育に通っている。
・母は，本児の障害を理解しようとし，教育熱心である。
【生育歴 既往歴】・出産期：　正常分娩
・乳幼児期：○歳で言葉が遅いと言われ保育園年中時に個別に先生が付い 
　た。○歳で○○病院○○Drに受診，「高機能広汎性発達障害」との診断を
　受ける。
【相談通級歴】・小○の○学期から，○○年○月まで○○小学校ことばの教
　室に通級。○○病院作業療法士にも相談し「言語性学習障害かもしれな 
　い」と言われた。
【諸検査の結果】
・WISC－Ⅲ（○○年○月○日，○○小にて実施）
　VIQ:○○　PIQ:○○　FIQ:○○
・言語性＝動作性。下位検査間にアンバランスがある。言語に関する理解力
　がやや低い。複雑な言語指示は理解しにくいことが予想される。また結果
　を予測する力や時間的な順序の認識や時間概念など，順序立てて作文する
　ことの苦手さが推測される。また全体を部分に分解する力，非言語的な概
　念にも課題が見られ，視知覚のトレーニングも必要。

生育歴・諸検査・連携の記録など
・通常の学級の教科の授業にす

べて参加でき，漢字の読み書
きに大きなつまずきはなく，
国語の音読や算数，図工など
も得意である。

・通常の学級では，休み時間に
一人でいることが多かった
が，徐々に友だちと遊ぶ姿も
見られるようになってきた。

・友だちが「今日は遊べる？」
と電話してきた時，本人は予
定がなくてもすぐ「遊べな
い」と返事してしまうことが
ある。

・文章を組み立てて書くことが
苦手だが，その日の日記なら
ば思い出して書ける。

日常生活の姿

・週１時間の通級により，ソーシャルスキルトレーニングを中心に指導し，社会性や人とのコミュニケーションの
取り方を学ぶ。

・つなぎ言葉や主語述語を用いて作文したり，文章を適切に構成したりできるように作文の指導を行う。
・視機能・視知覚や運動面の様子も把握し，形や位置関係を正しくとらえたり，眼や体や手先をうまく動かしたり

できるようにする。
・通常の学級においては，本人にとって分かりやすい環境作り（視覚的な支援，指示は少なく端的に）等に心がけ

るとともに，本人が集団の中で自分を発揮できる場面を設け（音読など），周りの子どもたちから認められ，さ
らに自信がつくようにしていく。

＜指 導 の 方 向＞

・通常の学級で友だちと生活できるので，ソーシャルスキルトレーニングで人とかかわるスキルを身に付け学級で
般化できれば，よりよい仲間とのかかわりやコミュニケーションが取れそうだ。

・言葉を羅列するのでなく，適切に組み立てて文章を書く練習を繰り返すことで，作文の力がつきそうだ。

可能性の芽

・社会性を身に付け，相手を
　思いやる言葉やコミュニ 
　ケーション方法を学んで 
　いってほしい。
・作文が上手に書けるように
　なってほしい。

☆様々な場面で，相手の言葉や表情などから立場や考えを推測し，相手と
かかわる際の具体的な方法（ソーシャルスキル）を身に付ける。

　［人間関係の形成（３）（４）］［コミュニケーション（５）］
☆形や位置関係を正しくとらえ，眼や体や手先などを動かすことができる。
［環境の把握（２）］［身体の動き（１）］

☆言葉を適切に組み立てて文章を書くことができる。
　［身体の動き（１）］［コミュニケーション（３）（５）］

教育課題願い
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指導計画表（短期）　（その１）　１学期の評価
氏名　タロウ（○○小学校○年）
               記入者　○○小学校 LD･ADHD 通級指導教室　○○　　　　○年　１学期
観　点 ねらい 支援方法 形　態 評　価

社 会 性，
コミュニ
ケーショ
ン，対人
関 係 行
動（ソー
シャルス
キル）

・相手の顔を見て
話したり聞いた
りできる。

・相手とのちょう
どよい距離や声
の大きさ，てい
ねいな言葉遣い
で話せる。

・順番やルールを
守って，人と遊
ぶ こ と が で き
る。

［人間関係の形
成（２）（３）（４）］

［コミュニケー
ション（５）］

・SST「名前のスキル」で相
手の顔を見て名刺を渡した
り，「お話のスキル」で実際
にちょうどよい距離を測っ
てみたり，声の大きさレベ
ル１～５を試してみたりす
る。他に SST「質問のスキル」

「お願いのスキル」等でも練
習する。

・「連想ゲーム」，「おちたおち
た」等のゲームで言葉を掛
け合う。一緒にロールプレ
イし，よい所を称賛する。

・ボードゲーム（モノポリー，
ビーフォー等）トランプゲー
ム（スピード，ラスイチ等）
等で一緒に遊び，その場で
よい行動を称賛したり，望
ましい行動を示したりする。

まなびの
教室で個
別 指 導

（→通常
の学級や
家庭等で
般化）

・個別の SST を積み
重ねる中で，始めは
恥ずかしがってい
たが，自分から相手
を見ることができ，
声や距離，言葉遣い
もよくなった。「連
想ゲーム」「おちた
おちた」等のゲー
ムで言葉の掛け合
いを楽しめた。

・理科「豆電球のおも
ちゃ作り」で友だ
ちの物を持って友
だちがテープを貼
りやすくする場面
が見られた。

・ボードゲームは勝ち
負けにあまりこだ
わらず，穏やかな
気持ちで行うこと
ができた。

運動
視機能
視知覚

・ジャンプやバラ
ンス等の運動が
向上する。手先
を 慎 重 に 動 か
す。上下左右等
の目の動きをよ
くする。

［ 環 境 の 把 握
（２）］
［ 身 体 の 動 き
（１）］

・トランポリンやキャッチボー
ル等で一緒に練習する。ジェ
ンガ等のゲームで楽しみな
がら手先を慎重に動かすこ
とを学ぶ。パソコンソフト
等で目のトレーニングを進
める。

まなびの
教室

・何度か続ける中で
慣れてきて，通常
の学級の体育でも，
なわとびやマット
や跳び箱を，すす
んで運動できた。

作　文 ・言葉の羅列でな
く，つなぎ言葉
や 主 語 述 語 を
使った作文が書
ける。（教科の
補充）

・「作文プリント」を自作し，
枠を用いて部分を埋めてい
くことから始める等の工夫
をして，作文指導を積み上
げる。

まなびの
教室

・練習を継続するこ
とで，単語だけで
なく文章を構成し
て書けてきた。黙々
と取り組んだ。
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指導計画表（短期）　（その２）　２学期の評価
氏名　タロウ（○○小学校○年）
               記入者　○○小学校 LD･ADHD 通級指導教室　○○　　　　○年　2学期
観　点 ねらい 支援方法 形　態 評　価

社 会 性，
コ ミ ュ
ニ ケ ー
シ ョ ン，
対 人 関
係 行 動

（ ソ ー
シ ャ ル
スキル）

・言葉の意味を
一義的でなく，
文脈や周囲の状
況により理解し
たり，言外の意
味に気づいたり
して，望ましい
行動ができる。
・順番やルール
を守って人と遊
ぶ こ と が で き
る。

［人間関係の形
成（２）（３）（４）］

［コミュニケー
ション（５）］

・学校放送番組を参考にして
ビデオを作成し，視聴した
りロールプレイしたりして
個別のＳＳＴを行い，よい
行動を称賛する。

・１学期に引き続き，導入と
してボードゲームやトラン
プゲーム等を取り入れて一
緒に遊び，その場でよい行
動を称賛したり，望ましい
行動を示したりする。

まなびの
教室で個
別 指 導

（→通常
の学級や
家庭等で
般化）

運動
視機能
視知覚

・ジャンプやバ
ランス等の運動
が向上する。

・眼球をよく動
かして物の動き
をとらえる。

［ 環 境 の 把 握
（２）］
［ 身 体 の 動 き
（１）］

・大中小の球を用いたキャッ
チボール，風船バレー，等
の運動で，一緒に練習する。

・形パズルやパソコン教材を
利用し，目のトレーニング
を継続する。

まなびの
教室

作　文 ・文章を構成して
作文を組み立て
て書ける。

　（教科の補充）

・「作文プリント」を自作し，
別の教材も用いて練習する。

・テーマを設けて長い作文に
も取り組む。

まなびの
教室




